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１－１ 203冊 12 人 1,425冊 11 人 １１人 

１－２ 82 冊 16 人 1,164冊 13 人 １３人 

１－３ 151冊 14 人 1,378冊 9 人 １７人 

２－１ 11 冊 10 人 796冊 8 人 １２人 

２－２ 168冊 16 人 1,607冊 12 人 ５人 

２－３ 139冊 10 人 1,448冊 10 人 ６人 

3－1 90 冊 11 人 851冊 8 人 ８人 

３－2 120冊 8 人 700冊 2 人 １７人 

３－3 80 冊 8 人 800冊 5 人 ６人 

３－4 99 冊 7 人 679冊 3 人 ９人 

今年のキャンペーンテーマ「U=U 知
し

ることから、もう一度
い ち ど

。１２月１日は世界
せ か い

エイズデー。」 

「U＝U」は「Undetectable（検出
けんしゅつ

限界値
げん かいち

未満
み ま ん

）＝Untransmittable（ＨＩＶ感染
かんせん

しない）」の略です。 

治療法の進歩によりＨＩＶ陽性者の予後が改善された結果、ＨＩＶ陽性者は感染の早期把握、治療の早期開始・継続によりエイズの

発症を防ぐことができ、ＨＩＶに感染していない人と同等の生活を送ることが期待できるようになりました。しかし、現状はそうした変化が

正確な情報として十分に伝わっているとは言えず、有効な治療法がなく死に至る病であった時代の認識にとどまっている場合が少なく

ありません。そのことがＨＩＶ感染を心配する人たちを検査や治療から遠ざけ、また、差別や偏見を招く要因の一つになっているとも言わ

れています。ひとりでも多くの人がＨＩＶ／エイズのことを自分の事として捉え、ＨＩＶ／エイズに関する検査や治療、支援などの知識を身

につける契機とし、最新の知識の普及を通じて、ＨＩＶ検査の受検促進や差別・偏見の解消につなげていきたいと考えています。 

「エイズ予防情報ネット API-Net」より引用（https://api-net.jfap.or.jp/edification/aids/camp2024.html） 
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達成
たっせい

！！(目指
め ざ

せ 100冊
さつ

) 

※貸出
かしだし

冊数
さっすう

４０冊
さつ

を達成
たっせい

すると、各学年
かくがくねん

３名ずつ計
けい

「９名
めい

（１～３学年
がくねん

×３名
めい

）」に、

「図書券
と し ょ け ん

」をプレゼントします。また、１年間
ねんかん

で１００冊
さつ

以上本
いじょうほん

を借
か

りると、３学
がっ

期末
き ま つ

に

「優秀
ゆうしゅう

多読
た ど く

賞
しょう

」が受賞
じゅしょう

されます。（１１月までの達成者
たっせいしゃ

は１８名
めい

です） 

人 です！

※１…毎月
まいつき

４冊ずつ本
ほん

をかりる→4冊
さつ

×８か月
げつ

（4月
がつ

～１１月
がつ

まで）＝「３２冊
さつ

」 今月
こんげつ

までに合計
ごうけい

何冊
なんさつ

、本
ほん

をかりることができましたか？ 

毎月
まいつき

4冊
さつ

ずつ本
ほん

をかりると、2月
がつ

に「40冊
さつ

」をこえる計算
けいさん

になるよ！（4冊
さつ

×11 か月
げつ

（4月
がつ

～2月
がつ

まで）＝「44冊
さつ

」 ＼毎月
まいつき

4冊
さつ

以上本
いじょうほん

をかりてみよう！／ 



 

「１１月８日」は「いい歯の日」です！ 

日本歯科医師会は１９９３年（平成５年）より、

１１月８日を「い（１）い（１）歯（８）」の語呂合わ

せで、毎年この日を“いい歯の日”として設定し

ています。 

この日のほかに「４月１８日（よい歯の日）」

「６月４日（歯と口の健康週間）」「９月第３月曜

日（敬老の日）」があります。 

「歯」に関する本を読んで、改めて歯について

学び、自分の大切な歯を守っていきましょう！ 

㌃よ 


